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１．留学生と交流しよう（配当時間 計４～５時間）６ ．単元計画
題目 配当時間 学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点（ ）

１．ガイダンス この単元の学習活動の概要と， 次回の留学生を招いた交流内容◎ ◇

（１時間） 意義やねらいについて，ハンドア を紹介する。その後自分たちで探

ウト・ワークシートをもとに理解 求活動を行い，発表活動に発展さ

する。 せることを紹介する。

◎アンケート調査を行い，生徒 講演者のプロフィールが用意で◇

が留学生の背景文化にどのよう きれば，事前に生徒に紹介するこ

な興味関心を持っているかを教 とでイメージをふくらませること

師が把握する。 ができる。

前回のアンケート調査で生徒の２．講演 ◎生徒と異なる文化背景を持つ留 ◇

知っていること，知りたいこと，（ ）１～２時間 学生や地域の人に，それぞれの出

についてあらかじめ講演者に伝え身文化について英語で講演しても

ておく。下図のように整理するとらう。

後で集計する場合に都合がよい。◎生徒は講演の内容について英語

で質問する。

◎講演の内容について，興味・関

心を持ったことを書く。

◎留学生が講演するときに，ど

のように聴衆を引きつけようと

していたか観察する。

（図３：交流前調査の集計）３．プレゼンテー ◎講演に対する感想を分析し，生

ションのグループ 徒の興味関心にそってテーマがま グループ分けについて，生徒の◇

立ち上げ ２時間 とまるように，教師がグループ分 意図を教師が誤解している場合，（ ）

けの案を提示する。５人程度のグ 生徒に申し出させ，グループの変

ループを構成する。 更などを指示する。

◎今後の活動計画を確認する。

◎グループに分かれて，

テーマは制限時間で発表できそ①テーマを決める。 ◇

②調べる内容を柱立てする。 うなくらいに焦点化されている

③役割分担をする。 か。

グループ代表，記録係，◇

手紙係等。資料保管係，
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評価の観点と方法 教科学習とのつながり など

＜教科内容とのつながり＞【関心】

異文化にどのような関心を持っているか◇

話し手の意向を理解する能力◇ ◇異文化と日本とのつながりを意識している

記録分析 聞いた内容について質問したり，話しか （ ）◇

手と積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度 （英語）

現代における政治・経済・国際関係な◇

どについて客観的に理解できる。

（ ）【関心・意欲・態度】 政治経済

現代世界における文化の多様性・複合◇ ◇講演を聴いて，興味関心が深まったか

性に気づき，日本の生活文化や伝統を意◇講演の内容や提示方法について，自分たち

識しつつ，異なった文化への理解を深めがプレゼンテーションをすることを意識し

る。 （現代社会）て観察できているか 記録分析（ ）

世界の人々の生活・文化に関する地域◇

的特色とその動向を，自然環境や社会環

境に関連して理解できる。 （地理）

世界の歴史における各文化圏の特色に◇

ついて理解できる。また，現代世界の基

本的な課題を歴史的視点から考察でき

る。 （歴史）

（図４：交流の様子）

【探求活動】

異文化に対する理解が深まったか。◇

教師によって仮に与えられたグループの◇

にそって，各々の異なる興味関心のテーマ

共通点を意識してまとめられているか

プレゼンテーションの内容は，焦点化され◇

ているか

テーマについての現時点での知識を手がか◇

（図５：グループ活動の様子）りに，どのように調査活動を展開するか

見当をつけているか

（ ）グループ活動の構想案の確認
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